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　広報しか

１　生涯学習目標
　生涯学習をめぐる状況は、個人の余暇の有効活用や自己啓発が進むかたわら、都市化、核家族化、

少子高齢化、及び情報通信技術等の急激な進展により大きく変化している。さらに、環境、男女

共同参画社会、ボランティア活動等が地域や町を取り巻く状況をより一層多様化させている。

　こうした状況の中、志賀町では、町民一人ひとりが学習活動を通して自らを高め、その成果を

活かし、みんなが協力し、支えあいながら、「咲かそう、学びあいと交流の花」をテーマに、魅

力的で活力ある生涯学習社会を築いていくことを目指す。

　具体的には、地域全体での子育て、男女共同参画社会の形成、国際交流の推進、ボランティア

活動の推進、情報化社会に対応したまちづくり、生涯スポーツの振興を図っていく。

２　生涯学習の重点施策
　①心豊かでたくましい「志賀っ子」を育成するため、学校・家庭・地域社会の協力と連携によ

る「心の教育」「放課後子ども教室」「学校支援地域本部」事業を推進し、全ての大人が子育

てに関心を持つ環境整備に努める。また、人への思いやりを育てるため、人権教育に関する

啓発活動の推進に努める。

　②家庭の教育力を高めるため、家庭の役割や親及び家庭の自覚を促す学習機会を提供する。ま

た、地域住民と子育て中の親同士の交流を促進し、家庭教育に関する情報提供を行うなど、

家庭教育の支援に努める。

　③文化芸術は、心に感動や喜びをもたらし、豊かな人生を送る上での大きな力になる。社会の

活性化には、経済力と共に「文化力」の向上を図ることが極めて重要である。このため、町

民が文化ボランティアなどにより自ら積極的に文化芸術活動に参加し、文化芸術を創造でき

る環境を関係社会教育団体とともに構築していく。

　④歴史的に貴重な文化遺産を保護・保存し、活用を図ることにより、文化遺産への理解と関心を高める事業を推進する。

また、郷土芸能を継承・保存するため、後継者の育成やイベントの開催など、さまざまな支援を行う。

３　生涯学習センター及び富来活性化センターの重点施策
　①生涯学習センター及び富来活性化センターは、生涯学習実践の拠点として、世代を超えた住民全てが利用できる施設

として、心の豊かさやゆとり、生きがいをつくり育むための事業及び活動の実践、自己評価を導入した各種教室など

の学習の場、事業展開の場を提供し、その成果を社会に還元するよう積極的に取り組む。

　②地区公民館は、各地区の実情に応じた学習機会や情報提供、相談や助言など交流の機会を提供することにより、各種

教室や講座、事業の充実を図る。また、学校週５日制対応事業や放課後子ども教室事業及び家庭教育などの支援に努

め、地域住民と共に歩む、地域に開かれた公民館運営を推進する。

４　少年育成センターの重点施策
　地域の青少年非行化防止活動を総合的、計画的に実践するため、関係する行政機関、団体、民間代表が「少年育成セン

ター」を核に連携を強めて、環境や誘惑、事件、事故から青少年を守り、健全な育成を図るために、街頭補導活動や環境

浄化活動、相談活動などの充実を図る。

５　図書館の重点施策
　利用者が必要とする情報を提供するとともに、図書館サービスの一層の充実を図る。

　①利用者のニーズに対応した資料収集や情報提供

　②学校など図書館以外の機関・団体とのネットワークサービスの充実

　③郷土資料の調査、保存、整理の継続

　④図書館ボランティアの育成と支援活動

６　スポーツ振興室及び富来 B＆ G海洋センターの重点施策
　健康で活気ある人づくり及び町づくりを目指し、社会体育の一層の推進を図る。

　①町民一人ひとりが身近にスポーツに親しむことができる生涯スポーツ普及・振興を図る。また、競技力向上に向け、

指導者の発掘・養成に努めるとともに、競技団体と連携を密にし、優秀な人材の確保に努める。

　②社会体育施設の適正な維持管理（改修工事等含む）と利用促進を図る。

　③富来 B＆ G 海洋センターは、Ｂ＆Ｇプランに即応した海洋性レクリェーション活動の発信拠点として、青少年の健全

育成、スポーツ指導者の養成はもとより、町民の健康と体力の保持増進を図る。

　④水泳競技の底辺拡大と競技力向上を図るため、年間を通してスイミングスクールの更なる充実に努める。

平成 21年度　生涯学習目標

～～　　咲かそう、学びあいと交流の花咲かそう、学びあいと交流の花　　～～
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志賀原子力発電所周辺の

環境放射線監視結果
　石川県、志賀町および北陸電力㈱は平成２年７月から発電所周辺の環境放射線
監視を実施していますが、平成20年10月～ 12月分の調査結果がまとまりました
ので、その概要をお知らせします。
　今回の調査結果は、これまでに実施した調査結果と比べていずれも同程度であ
り、安全の確保が図られています。

■　空間放射線（平成 20年 7月～ 9月）
石川県および北陸電力㈱が実施している環境放射線観測局における線量率の測定結果は次のとおりです。

測 定 地 点
単位 : ナノグレイ (nGy) ／時

志 賀 観 測 局

赤 住 観 測 局

直 海 観 測 局

五里峠観測局

福 浦 観 測 局

熊 野 観 測 局

風 無 観 測 局

土 川 観 測 局

大 津 観 測 局

モニタリングポスト１

モニタリングポスト２

モニタリングポスト３

モニタリングポスト４

モニタリングポスト５

モニタリングポスト６

モニタリングポスト７

石　

川　

県　

実　

施　

分

北
陸
電
力
実
施
分

0 50 100 150 200

横 軸 目 盛

今四半期の測定結果

過去の測定結果

(MPはモニタリングポストの略 )

放水ピット
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◎グレイ
　　いろいろな物質に放射線が当たるとき､ 吸収される放射線量
　を測るものさしが、グレイ (Gy) です。
　　10億分の１を表すナノ (n) を用いて､ ナノグレイ (nGy) と
　いうように使います。

◎ベクレル
　　放射能（放射性物質が放射線を出す能力）の強さを測るもの
　さしが、ベクレル (Bq) です。

■　環境試料中の放射能（平成 20年 10月～ 12月）
　環境試料について測定された人工放射性核種はセシウム -137 及びストロンチウム -90 で、それぞれの放射
性核種の濃度範囲は次のとおりです。なお、これらの人工放射性核種は、過去の核実験などによって広く自
然界に存在しています。

■　志賀原子力発電所の運転状況（平成20年10月～ 12月）

測　定　試　料
単位：ベクレル（海水はミリベクレル）

 0.01    　　 0.1    　　　   1     　　    10   　　    100　　   1000 
備　　考

降　　下　　物（雨水ちり） 検出されず｡ １㎡当たり (1か月間 )

大気中放射性物質
(大気浮遊じん） 検出されず｡ 空気 1㎥当たり

陸　水 (水道水・河川水） 検出されず｡ 1リットル当たり

土　　　　壌
セシウム -137

乾燥試料 1㎏当たり
ストロンチウム -90 　

松　　　　葉 セシウム -137 生試料 1㎏当たり

牛　　　　乳 検出されず｡ 1リットル当たり

精　　　　米 検出されず｡

生試料 1㎏当たり野菜 (ダイコン、ハクサイ、キャベツ) 検出されず｡

こ　　ろ　　柿 検出されず｡

海　　　　水 セシウム -137　　　　 1リットル当たり

海　　底　　土 検出されず｡ 乾燥試料 1㎏当たり

藻　類（ホンダワラ、イワノリ) 検出されず｡
生試料 1㎏当たり

魚介類（サザエ、チダイ) 検出されず｡

１号機

２号機

排気筒

排気筒

放水ピット

放水ピット

単位 :シーピーエス (ｃｐｓ)

0　　　　　　5　　　　　　10　　　　　　15　　　　　20

0　　　　　　　　5　　　　　　　　10　　　　　　　　15

放射線測定器放射線測定器


